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陰イオン成分：塩化物イオン，硫酸イオン,硝酸
イオン，亜硝酸イオン
溶性ケイ酸：モリブデン黄法（JISK102-l986）
低かった。
そのほか，硫酸イオンでは，氷見市天狗林の水抜き
パイプからの水の45.39mg/1が最も高く，次いで城山
朝日滝が23.43mg/lと高かった。城山朝日滝の水質は
朴木（1994）と同程度であった。
結果
各調査地点の分析値を表lに示す。各湧水の電気電
導度はSt2の氷見市天狗林運動公園の斜面湧水の8q
4〃S/cmが最低で，St､5の氷見市の上日寺観音菩薩霊
水の570〃S/cmが最大であった。観音菩薩霊水の電気
電導度が高い理由はカルシウムイオン濃度と総アルカ
リ度が非常に高いためで，集水域内に石灰石を含んだ
地層があるものと思われる。
海塩由来の塩化物イオン濃度は，今回の調査では，
氷見市谷屋，上日寺の観音菩薩霊水が最も高く，次い
で，石川県の海岸線に近い羽咋市白瀬地区の湧水，氷
見市天狗林運動公園内の湧水と水抜きパイプの水の順
に濃度が高かった。氷見市宮田では富山湾の海岸線に
非常に近いにもかかわらず塩化物イオン濃度は比較的
考察
図2は試料採取地点から北西の方向の石川県羽咋市
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図2海岸線からの距離と塩化物イオン濃度の関係
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富山県・石川県の山地・丘陵地湧水の水質
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図4ヘキサダイアグラム
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付近の海岸線までの距離と湧水中の
塩化物イオン濃度の関係示したもの
である。氷見市天狗林では濃度がや
や低く，氷見市谷屋，上日寺観音菩
薩霊水でやや高くなっているが，富
山市城山，大山町中の寺では濃度が
低く，石川県から南東に向かうにつ
れて濃度が低下している。氷見市内
で濃度が高いのは，富山湾からの輸
送，特に，海陸風による輸送が寄与
している可能性がある。
図3は調査した結果から得られた
トリリニアダイアグラム，図4はヘ
キサダイアグラムである。調査した
水は上日寺観音菩薩霊水のみ炭酸水
素カルシウム型の組成であった。
また，ヘキサダイアグラムで見る
と氷見市上日寺観音菩薩霊水のカル
シウムイオン濃度，総アルカリ度の
高さがよくわかる。
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